
2013/7/6 高木基金 成果発表会配付資料

【調査研究の概要】

・福島原発事故以来東京都多摩地区でも放射能汚染のゴミ焼却灰が発生し、日の出町最終処分場に 300t/日持ち

込まれ、セメント化されている。エコセメント工場からの二次放射能汚染の実態の影響調査に取り組んでいる。

・エコセメント工場周辺の空間放射線量の測定と土壌中のセシウム濃度の継続的測定を行い、二次汚染の発生源

としてのエコセメント工場の実態を測定データから特定していくことに取り組んでいる。

・測定活動からエコセメント工場からの周辺地域の放射の汚染の実態、公共下水を通しての多摩川の汚染など調

査の成果を地域住民に公表・発表したり、関係機関へ働きかけたり、裁判で訴えたりしている。

【調査研究の経過】

毎月 10 日前後にエコセメント工場周辺 11 地点での放射線量測定

2012 年 4/30~7/11 エコセメント工場からの排気物質を雨水採取

で測定

6・7・9 月 周辺土壌のセシウム濃度、核種の測定など

11 月 第 6 回市民一斉水質分析調査 *化学物質の水質分析依頼

12 月 第 30 回市民環境問題講演会 講師 安田節子さん

2013 年 2 月 処分場周辺土壌採取、*重金属分析調査依頼

3 月 第 31 回市民環境問題講演会 講師 梶山正三さん

<市民放射能監視センター「ちくりん舎」の立ち上げに参加する>

<水源地の森の中の巨大なエコセメント工場>

【今後の展望など】

・ゴミを燃やして埋める（エコセメントも含む）この国のゴミ処理・処分政策への問題提起と世論の喚起

・エコセメント工場で大気へ放出されず捕捉された放射性物質は公共下水から都民の水源である多摩川へ約 1.1

億 bq/kg／日に放流されている。多摩川の放射能汚染の調査と関係機関への働きかけ、流域住民への広報
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